
日時： 令和7年6月3日(火)　16：00～17：30

場所： 愛らんど4階　障がい者交流室

参加者： ・【就業・生活支援センターあみ】

・【愛媛県立愛媛中央産業技術専門校】井下氏　

・【今治障害福祉課】 ・【今治公共職業安定所】

・【マルクワークス喜田村】 ・【今治特別支援学校】

・【基幹相談支援センター】 ・【かえでファーム】

・【健心工房】 ・【ネオリサイクル】

・【さとやま】 ・【サスケ設計工房今治東】

・【ここすた】 ・【カイト今治】

・【職人集団】 ・【クリエイト21】

・【障害者施設のま】

議題： 〇就労支援部会の目的・年間計画について

・今年度10月から就労選択支援が始まる、自己決定が重要なキーワードになるのではないか

『自己決定に基づく多様な働き方を支援できる地域を目指す』

・偶数月に合計5回の就労支援部会、毎月第二火曜日に事務局会を開催している

〇他部会の参加承認について

・就労支援部会の活動を他部会の方に参加していただく事に関して承認していただけた

・GH、生活介護に所属している方の参加に関しては今後検討していく

内容： 〇事業所紹介

①今治市基幹相談支援センター

・見学をしたりサービスに繋げるお手伝いをしている

・障がい者虐待防止センターの窓口、年に1回今治市障がい者虐待防止研修を開催

②今治市障がい福祉課

・推進協議委員会で計画を練っている、就労支援の給付額が大幅に増えている

・就労サービスに注目が集まっている、今後も就労に関する需要が増えていくのではないか

③クリエイト21

・少しずつ自信を付けて働きたい、外に出るきっかけを作りたい、就労する勇気がない等、様々な

しんどさを抱えている方の支援をしている。ホームページを見てほしい。

令和7年度　第１回　就労支援部会　本会　　　 　【議事録】　健心工房　　　

・障がいをお持ちの方、ご家族、関係機関の方の相談に応じて必要な支援、情報提供を行う。手

帳の有無は問わない。



④ジョブサポートセンターここすた

⑤マルクワークス喜田村

⑥健心工房

⑦ひこばえ

⑧カイト今治

・必要ない液晶テレビやパソコンがあれば持ってきてほしい。

⑨サスケ設計工房今治東

・昨年度から就労支援にも力を入れている。

⑨障害者施設のま

・A型事業所、市内に2ヵ所ある。中四国にも様々な事業所がある。

・本社は広島県尾道にあり、広島県に2件、愛媛県に2件ある。作業は遊戯台の解体。昨年度は2

名、今年度5月には1名の方が就職した。

・A型事業所、送り出すA型が特徴。日々の仕事をこなしながら、その後社会に出て活躍できるよ

うな事業所になればいいと言う思いで活動している。昨年は老人福祉施設の清掃に2名、カー

ショップや食品加工に就職している。

・昨年から新たに動物をモチーフにしたハンドメイドをスタート。Nook Bois(ヌックボワ)とし

て、福祉の販売会や地域のマルシェに参加している。またハンドメイドのWebサイトでも販売して

おり、好評を得ている。

・今年度から菊間のさとやまを従たる事業所、北条のひこばえを主たる事業所として活動してい

る。楽しくコミュニケーションをとることに重点を置いているため、休憩や昼休みには移動図書

館を利用したりと公的な施設も活用している。

・自立訓練(生活訓練)、就労移行支援、昨年9月から就労定着支援をしている。生活訓練、コミュ

ニケーション訓練、就労に向けての訓練をしている。10～30代の利用者が8割、若い子向けのプロ

グラムが中心となっている。

・法人内には地域活動支援センターらぽーるがある。県の事業であみがピアサポーターの養成講

座をしており、お手伝いをしていた。ピアサポート養成よりも、当事者のピア活動を定着する活動

をしようと取り組んでいた。できるだけ当事者の方が中心になって活動していけるように取り組み

をしている。毎月第3日曜日13:30～15:30までピア活動を開催。パンフレットは次回配布できるの

ではないか。

・基本的には野菜のカットが中心。水耕栽培でトマト等を育てており、選定や集荷、専科作業を

行っている。収穫した農産物は利用者の方やGHで楽しんで食べている。

・今治東はぴか曽で買取販売をしている。年2回 春と秋にイベントがあり、次回は12/6(土)に開

催。不用品があればぜひ持ってきてほしい。



⑩ネオリサイクル今治事業所

⑪愛媛中央産業技術専門校

⑫ハローワーク今治公共職業安定所

⑬かえでファーム

⑭今治特別支援学校

・7/4(金)午前中は、施設・作業所関係合同説明会がある。

⑮合同会社 発達の木　職人集団

・サビ菅を変わったばかり、利用者の方と現場を回ったりPC作業をしたりしている。

・パンフレットが昨年の冬に作ったもので、新しいものはまだできていない。

⑯障害者就業・生活支援センターあみ

〇フリートーク、意見交換

・雇用促進に向けて定期的に情報交換、担当者会議の開催、ピアサポート活動、職場実習の提案

なども行っている。

・3年生が29名、うち10名強が西条市

・6/12(木)～6/25(水)まで定期実習が始まる。

・就業面の支援としては、就職に向けた準備、支援、職場実習の選択、就職活動の支援、職場定着

に向けた支援、障がいの特性を踏まえた雇用関係についての事業所様への助言、関係機関との連

絡調整など行っている。生活面の支援としては、社会生活全般の相談、職業生活全般の相談を行っ

ている。

・障害の有無関係なく通うことができる。今年度は服飾モード科と今治タオルものづくり科が定

員に達していないので7月末まで募集している。手に職を付けたい、資格を取りたい方がいれば声

をかけてほしい。

・積極的に事業所訪問をするなど各関係機関と連携し、障がい者の方の雇用促進をはかってい

る。今後も障がいをお持ちの方のより良い就職に向けマッチングを行いたい。

・10月頃にハローワークにブースを設け就職面接会を行っている。昨年度も55の事業所、60名の

離職者が参加し、10件ほど採用。

・長く事業所に通っている利用者の方が増えてきたが、就職したいところまではいかず、事業所に

毎日穏やかに通う事に満足している方が多い。

・7/20(日)に、ぽこあぽこ・リアンで夏祭りがある。のんびりほっこりしたイベント。

・A型、B型事業所。パチン台やスロット台の解体と分別を体調に合わせて集中して行っている。A

型は15名、B型は26名いる。R7年4月からA型の送迎を廃止した。見学受付中。

・職員とA型利用者は健康診断をし、希望者はインフルエンザの予防接種を西条市民病院の医師が

事業所に来訪し行っている。

・実践能力習得科について。一緒に求人を探して開拓し、行きたい企業と結び付け訓練を行ってい

る。就職を目指し、60時間程度働き、就職に結びつけていく。事業所や本人にとっても仕事の適

性の見極め等できる良い訓練だと思う。訓練生募集中。


